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日 本 ・ 韓 国 ・ 台 湾 の アゲ ヘム モドキ 属 


re = cs 
(358) 埼玉 県 入間 市 大 字 仏子 311-2 


Genus Epicopeia Westwood from Japan, Korea and Taiwan 


(Lepidoptera : Epicopeidae) 


HIROSHI INOUE 


Okano (MEESE Ik, 台湾 産 の タメ イワ ソン アゲ ハモ ドキ の 学名 を 論じ し (1958, 1964), 学名 は Epicopeia for- 
mosana Nagano, 1912 (=E. hirayamai Matsumura, 1935) と すべ き で ある と い 5 結論 に 達し , さら に 第 3 の 
論文 (1973) で は , E. formosana の な か で , 前 後 存 に 白 帯 の ある の が f. formosana, 白 帯 の な い の が f. hira- 
yamai と し た . また 第 3 の 論文 で は , E. hainesii Holland 77.4 FX OBER matsumurai Okano を 記 
BL, その な か で , ジャ コッ アゲ ハ の \ の よ うに 麹 の 白っぽい 型 を f. alba と 名 付け た . 

私 は 以前 か ら , AA, 朝鮮 , 台湾 な ど に 産 す る この 属 の 種 や 亜 種 に 関心 を も ち , 標本 や 文献 を 集め て きた し , Bri- 
tish Museum (Natural History) (以下 BMNH LKT) で は , タイ プ 標 本 を 含め , 多数 の シナ 産 の 標本 を 検 
する こと こと が で きた の で , Okano が まっ た く 言 及 し て いな い 文 献 や 大 陸 の 標本 を 含め て , 2 種 の 学名 や 地理 的 変異 に 
つい て の 私 見 を 述べ る こと に し た . 

BMNH の 標本 を 調べ る に あたっ て は D. S. Fletcher 氏 に た い へ ん お 世話 に な っ た し , 国立 科学 博物 館 の 標本 
は 大 和田 守 氏 の 好意 で 見 る こと が で きた . 春田 俊郎 , 神保 一 義 , 岸田 泰則 , 中 島 秀雄 , 渡辺 徳 の 諸氏 お よび 山崎 柄 根 
博士 か ら は , 貴重 な 標本 を 提供 し て いた だ いた . これ ら の 方 々 に 深く 感謝 する . 























Epicopeia mencia Moore オナ ガ ア ゲハ モドキ 


Epicopeia mencia Moore, 1874, Proc. Zool. Soc. Lond. 1874: 578, pl.67: 8. 

本 種 は 東 シ ナ の Shanghai 〔 上 海 ] の る に も と づい て 発表 され た も の で , Janet (1909) は , シナ 各地 の ほか , 
Corea (Oberthür) を 分 布 に 挙げ て いる . 朝鮮 の 記録 に つい て は , 私 は Janet より 前 の 文献 を 知ら な い . Janet 
の 図示 し た は, 尾 状 突起 が 不 自 然 に 太く 描か れ , 実物 と か な り 異 な る イメ ー ジ を 与え る が , Moore の 原図 は よく 
$ の 特徴 を 現し て いる , 松村 (1931) は , mencia が 朝鮮 に 産 す る と し て \ を 図示 し , チョ ウッ セン アゲ ハモ ドキ と い 
う 和 名 を 与え て いる . 彼 は 同時 に 朝鮮 産 の 8 を E. longicauda Matsumura オナ ガ ア ゲハ モドキ 〔 新 種 新 称 〕】 と し 
て 図説 し て いる が , の ち に (1935) 後者 が mencia の る に すぎ な いと し て 学名 を 整理 し た . 

これ より 前 に , Djakonov (1926) は , ウス リー 地方 か ら mencia の 近 縁 種 と し て E. albofasciata と いう 新種 
を 発表 し た が , これ は O. Bang-Haas (1927) に よっ て mencia の 一 亜 種 に 降格 され た . 明らか に , mencia の な か 
で 贅 の 白 帯 が よく 発達 し た 一 型 に すぎ な い . Strelkov (1932) は , 北 シ ナ や 満州 で 採集 され た mencia OS, 幼虫 , 
lifts LUSRORMBERL, その 生活 史 や 生態 を 記述 する と と も に , 「 満 州 で は , Janet (1909) の 記載 に 一 致す る 
標本 を 決し て 見 た こと が な く , た だ 1 頭 が よく 似 て いる が , これ も forma typica Ti] と UT, E. mencia 
licenti と いう 新 亜 種 を 記載 し て いる . 亜 種 の 特徴 は , 色彩 , 玩 型 の ちがい , 小型 で も ある こと と し て いる. 分 布 は 
Chili (=Chihli) の 北 (Yangkianping) と , 北 満 で は Harbin [Haerbin] ORO Siaoling CHK] 駅 か ら 
鉄道 に 沿い , 中 ツ 国 境 の Pogranitchnaya ESF) 駅 まで と し て いる . 彼 は E. albofasciata が E. m. licenti 
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の 一 型 に すぎ な いと 述べ て いる が , も しそ うなら 新 亜 種 名 で な く albofasciata を 亜 種 名 と し て 使う 2 べき で あっ た . 
白 帯 型 の 出現 する 類 度 は 1000 頭 に 10 く らい の 割合 だ と いう . WIEKEN [ÆR] : var. aemilii, var. gandi- 
ssarti お よび var. pavlovi あぁ 記載 し て いる が , 大 き さ , BA, 色彩 に それ ぞ れ 特徴 が ある と いう . 全体 に , KOH 
種 や 変種 の 記載 は , 非常 に 曖昧 で ある . 

Tolmatcheff and Alin (1934) は , 満州 で 各種 の ニレ に 寄生 し て いる E. mencia を 観察 し , 合計 1500 頭 以上 
の 成虫 を 得 た 結果 , 7 個体 が albofasciata の タイ プ 標 本 と 一 致し , 10 頭 余 り は 白 帯 (ちる い は 絞 ) が いろ いろ な 程 



































Figs 1~5. Epicopeia mencia Moore 
1: 8, Central Taiwan. 2: 6, near Seoul, Korea. 3: 9, near Seoul, 
Korea. 4: 6, Kiukiang, C. China. 5: 2, Chang Yang, N. China. 
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EtbbbneBRemt CAD, albofasciata が mencia の 遺伝 的 な 型 に すぎ な いこ と を 指摘 し て いる . 大 
陸 で の 地理 的 変異 は 認め て いな いし , Strelkov の 文献 は 引用 し て いな い . 

以上 は 大 陸 に お ける E. mencia の 研究 の 歴史 の 概要 だ が , 台湾 か ら は 長野 (1912) が 18 を も と と し て E. for- 
mosana ダイ ワン アゲ ハモ ドキ を 記載 し , Matsumura (1935) は 哨 里 産 の 18 1? に よっ て E. hirayamai を 発表 
し て いる が 先 に 引用 し た よう に, Okano に よっ て これ ら は 同一 種 と みな され だ た. 






















































































国立 科学 博物 館 に ある 朝鮮 半島 の mencia2d32, 私 の コレ クシ ョ ン の 同 半 島 産 の 18 3?, 台湾 産 の formosana 








ig . 11 
Figs. 6~11. Epicopeia hainesii Holland 
6: subsp. sinicaria Leech, 6, Moupin, E. China. 7: ditto, ¢, Yunnan, 
W. China. 8: ditto, ô, Yunnan, W. China. 9: ditto, 9, Ichang,, C. 
China. 10: subsp. tsushimana Inoue, holotype, ¢. 11 : subsp. hainesii 
Holland, 6, Miyazaki Pref., Kyushu. 
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18 な ど を , BMNH の シナ 産 の mencia や Okano (1973) の 示し た 台湾 産 の 写真 と くら べ て 見 る と , mencia と 





formosana の あい だ に は , 種 ば か りか 亜 種 を 分 割 す る よ うな 地理 的 な 変異 を 見 出す こと が で き な か っ た . 韓国 産 と 


台湾 産 の 8 交尾 器 の 形態 ぉ 一 致し た . し た が っ て , 次 の よう に 学名 を 整理 し た いと 思う. 
Epicopeia mencia Moore, 1874 
= E. formosana Nagano, 1912 Syn. nov. 
= E. albofasciata Djakonov, 1926 Syn. nov. 





Figs. 12~17. 















































eine sabe 





ETERA ora rep a 


Epicopeia hainesii Holland 
12 : subsp. hainesit Holland, 6, holotype of E.simulans Leech in coll. BMNH. 


13 : ditto, 9, Yamagata Pref., Honshu. 14: subsp. matsumurai Okano, 3, C. 
Taiwan. 15: ditto, 8, C. Taiwan. 16: ditto, 8, C. Taiwan. 
17: ditto, 9, C. Taiwan. 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 





1978 i 2g TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap. ) Vol. 29, No. 2 73 
= E. longicauda Matsumura, 1931 
= E. mencia licenti Strelkov, 1932 Syn. nov. 
= E. mencia var. aemilii Strelkov, 1932 Syn. nov. 
= E. mencia var. gandissarti Strelkov, 1932 Syn. nov. 
= E. hirayamai Matsumura, 1935 


分 布 : 東レ シナ か ら 満 州 , ウ スリ ー, Be, Ae 

食 草 : ハル ニレ その 他 の Ulmus 属 

和 名 は , タイ ウン アゲ ハモ ドキ , チョ ウ セ ン ア ゲハ モドキ の 二 つ を や め て , オナ ガ ア ゲハ モドキ (松村 , 1931) を 
採用 し た い . 

台湾 で も 朝鮮 で も , 多数 の 個体 を 集め れ ば , いろ いろ な 程度 に 白 帯 ま た は 白 紋 を 現す 個体 が 見 つか る と 思う が , 私 
の 直接 検 し た 標本 は すべ て 正常 型 な の で , ここ に 写真 を 示す こと が で き な か っ た . 





Epicopeia hainesii Holland アゲ ハモ ドキ 

Epicopeia hainesii Holland, 1889, Trans. Am. Entomol. Soc. 16: 72. 

Epicopeia simulans Leech, (1889), Proc. Zool. Soc. Lond. 1888: 611, pl.31: 1. 

上 に 引用 し た 二 つ の 種 名 は , と も に 本 州 の お を も と と し て 発表 され た も の だ が , Leech (1897) は , 前 者 の 発表 を 
「Jan. 1889|, 後者 を 「April 1889) と し て , hainesii の 方 を 生か し , 今日 に 至っ て いる . 彼 は 同時 に , 中 部 シナ の 
Ichang (#8) で と れ た 5 OA, 「 淡 い 黄 褐色 で , 後半 の 外縁 部 に ある 第 1〔 三 第 6 室 〕 の 紅色 紋 を 欠く 」 と いう 理由 
で , var. sinicaria Leech と いう 亜 種 を 発表 し た . Janet (1909) は , この 紅色 紋 は シナ 産 の 約 40 頭 の うち わずか 
1 頭 で か すか に 現れ て いる に すぎ な い , と 述べ て いる . 非常 に 安定 し た 特徴 だ と 言え よう . 

松村 (1931) は , Rainesii の 分 布 に 「 北 海道 , 本 州 , 朝鮮 , 台湾 , 支那 ! を 列挙 し , f. sinicaria も 図示 し て そ 
の 分 布 を 「 朝 鮮 」] と し て いる . 

Okano (1973) , は 台湾 産 の アゲ ハモ ドキ を 新 亜 種 Matsumxrai と 命名 し , 他 の 亜 種 と の 区 別 点 と し て , GMO 
紅色 紋 が は る か に 大 きい こと , 第 7 室 に この 紋 を 欠く こと , さら に f. alba Okano Cit, MHL b AO k BV 
て いる が , 最も 近似 の は ず の sinicaria に つい て は 何 も る 述べ て いな い . 私 の ュ コレクション に ある 台湾 産 6 8 1? と 
Okano が 写真 で 示し た 282* を 見 る と , RAEI, 後 郊 外縁 の 紅色 紋 が 亜 種 4c2zes272 ば か り で な く , sinicaria 
より 大 きい し , 尾 状 突 起 が 後者 より 短い こと に よっ て 区 別 さ れる . 殖 の 淡色 な タイ プ ブ は , sinicaria Z や matsumurai 
に も , し ば し ば 現れ る が , この 変異 は か な り 連 続 的 で , いろ いろ な 段階 の 移行 型 が 見 られ る . し か し 日 本 本 土産 の 原 
名 亜 種 に は , COL うな 淡色 型 は まだ 発見 され て いな い . 

この 属 で は , 前 後 閉 の 中 室内 を M 脈 が 走り , ボク トウ ッ ガ ほど で は な い が , 前 贅 の 横 脈 の 近く で 二 つ に 枝 分 れ し て 細 
長い 小室 が で き , まれ に は 後半 に も これ が ある . 私 は E. mensia を 写真 を 含め て 25 頭 検 し た が , 全 個 体 の 前 殖 に 
この 小室 が あっ た . E. hainesii hainesii で は , 2361129056, 右前 燃 だ け 小 密 を 欠く も の が 4 $ ぉ 8 あっ た だ け で , 
残り は すべ て 小室 が あり , h. matsumurai の 85329, h. sinicaria の 3652 で は , 一 つの 例外 も な く 小 室 が あっ 
た . と ころ が , 対馬 で と れ た 8612 で は , すべ て 前 殖 に この 小室 が な い ( す な わ ち M 脈 が 中 室内 で 2 分 し て いな い ). 
更に 対馬 産 の 後 女 の 紅色 紋 は , 日 本 亜 種 よ り 小 さく , 第 7 室 の 紋 は 完全 に 消え る か , また は 消え か か っ て いる . BH 
こ は 第 7 室 の 紋 が ある が , Sinicaria と matsumurai で は この 紋 が 裏面 に も な い . 尾 状 突起 は sinicaria と 同じ く 
らい で , 他 の 2 亜 種 より 細長 い . 原 名 亜 種 と 同じ く , 淡色 型 は 発見 され て いな い が , 玩 の 地 色 は 原 名 亜 種 より うす い . 

この 対馬 亜 種 を tsxushimanag Inoue と 命名 する . これ は sinicaria と hainesii の 中 間 型 だ が , BIO ACLS 
化し て いる . 朝鮮 半島 に 対馬 と 同じ 亜 種 が 分 布 し て いる か どう か , 私 は 一 つも 見 て いな い の で , 将来 の 検討 に まち た 
い . 8 交尾 器 の 形態 は , 四 つ の 亜 種 間 に 差異 が 認め られ な い . 

私 は , チベット か ら 書 か れ た 亜 種 mipallida Oberthür, 1920, と Siao-Ouisi の pallescens Obertht r, 1920, 
の 原 記載 (Etud. Lep. comp. 17 : 19-20) を 見 て いな い が , Draudt (1931) の 引用 に よる と , ESS$MORS 
ぽい タイ プ の よう で ある . BMNH に ある 西部 シナ の Omeishan 〔 峨 眉山 1612, Yunnan GER), 29, 中 部 
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シナ の Ichang CHA), 19, 東部 シナ の Moupin (= Mouping), 2622, は すべ て 同一 亜 種 に 属し , Yunnan 
の 2 * ゃ と Ichang の 1 が 淡色 型 , 但し 台湾 産 ほ ど 白 っ ぽく な い . Oberthür の 2 亜 種 が , は っ きり し た 地理 的 な 
差 を 示し て いる 個体 群 か どう か は , わか ら な い . 

RE: ミズ キ 科 の ミズ キ , ヤマ ボッ シ (服部 , 1969). 岩田 (1961) は 食 草 不明 の まま 幼虫 の 写真 を 示し て 簡単 に 
記載 し て いる . 吉 く か ら 引 用 され て いる クス ノ キ 科 の ヤマ ュ ッ バシ (長野 , 1905, その 他 ) は , ヤマ ボ ッ シ の 誤記 か 
ら 来 た も の らし い . 






























































Epicopeta BORD, アゲ ハチ ョ ウッ の 一 部 と 擬態 関係 に ある と いう こと は , いろ いろ な 解説 書 な ど に 出 て いる が , 
実際 に オナ ガ ア ゲハ モドキ や アゲ ハモ ドキ が , ジャ ュ ウ アァ ゲハ ある い は クロ アゲ へ ハ など と , この 関係 を 保っ て いる か 
どう か は , 生態 的 に 何 も 確 か め ら れ な い . 
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Summary 


In this paper are discussed synonymy and subspeciation of two Species of East Asiatic Epicopeia, 
mencia Moore and hainesti Holland. 

E. mencia Moore. This species is found from the Ussuri district, Manchuria, north and east 
China, Korea and Taiwan. Geographic variation is not recognized by my comparison of Chinese, 
Korean and Taiwanese specimens, though there are two forms: normal and white-banded. Transi- 
tional varieties of various degrees are also found. The synonymy of this unstable species stated in 
this paper are: 

Epicopeia mencia Moore, 1874, Proc, Zool. Soc. Lond. 1874: 578, pl.67: 8. 

= E. ormosana Nagano, 1912, Ins. World, Gifu, 16: 260, 264, pl.14:3. Syn. nov. 

= E. albofasciata Djakonov, 1926, Rev. Russe Entomol. 20 : 284. 

= E. longicauda Matsumura, 1931, 6000 Ill. Ins. Jap. : 938, no. 1490. 

= E. mencia licenti Strelkov, 1932, Pubs Mus. Hoang Ho Pai Ho, Tientsin, 7:6, pl.1:2,4,5; 
pl.2:1, 2. Sym. nov. 

= E. mencia var. aemilii Strelkov, 1932, op. cit. :9, pl. 2:3. Syn. nov. 

= E. mencia var. gandissanti Strelkov, 1932, op. cit. : 10. Syn. nov. 

= E. mencia var. pavlovi Strelkov, 1932, op. cit. : 11. Syn. nov. 

= E. hirayamai Matsumura, 1935, Insecta. Matsumurana, 9: 123, figs. 


E. hainesii Holland. The distributiion of this species is similar to that of the preceding 
species, but its range extends to Japan. Geographic variation is obvious, and the following 
subspecies are demonstrated in this paper : 

E. hainesti hainesii Holland, 1889, Trans. Am. Entomol. Soc. 16:72. Mainland of Japan : south- 
east Hokkaido, Honshu, Shikoku and Kyushu. 

E. hainesii sinicaria Leech, 1897, Ann. Mag. nat. Hist. (6) 19: 181. Central, east and west 
China. Distinguished from the nominate subspecies by absence of red spot in cellule 7 of hind- 
wing. E. h. mipallida Oberthür and E. h. pillescens Oberthür from Tibet and W. China, respectively, 
are probably not distinguishable from sinicaria. 

E. hainesti matsumurai Okano, 1973, Artes Liberales (Coll. of Liberal Arts, Iwate Univ. ), 13: 
82, pl. 2: 1-8; pl. 3:4,5. Taiwan. As in the above subspecies, the red spot in cellule 7 is 
absent on upper and under surface, but marginal red spots larger and tail broader and shorter than 
in the two subspecies cited above. Besides blackish normal form, there are specimens with white 
ground colour and also intermediate forms connecting the two forms. 

E. hainesii tsushimana subsp. nov. Found on the island of Tsushima; the same subspecies may 
be discovered from south Korea in future. 

The red spot in cellule 7 of hindwing absent or almost vanished on upper surface, but it is 
present on under surface. Forewing with M simple in cell, not consisting a triangular areole by 
branching of vein M at near the end of cell, while in the other subspecies the areole in cell is 
almost always present. Tail long and slender as in sinicaria. Although in sinicaria and matsu- 
murai pale or whitish form has been discovered, hainesii and tsushimana are monotypically 
blackish, but the latter has outer half of forewing paler than the former. 

HOLOTYPE, 6. Kénokiyama, Tsushima, 1. ix. 1973 (T. Watanabe). PARATYPES. Type- 
locality, 29, vii. 1973, 18 ; Nenbutsuzaka, 31. viii. 1973, 12 ; Oboshiyama, 4 ix. 1973, 28 (T. 
Watanabe) ; Sasuna, 30. vii. 1968, 138 (T. Yamasaki); Sasuna, 7-8. viii. 1975, 16 (Y. Kishida); 
Nii, 26. viii. 1975, 18 ; Sasuna, 23. viii. 1975, 18 (H. Nakajima). Al in coll. H. Inoue. 
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